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をご紹介!

Deai Koka

（公社）びわこビジターズビューロー

これまでヘアスタイルを競うコンテストで多くの賞を

受賞、業界紙にも多数紹介され、このたび「トニー&ガイ

２０２２」で見事グランプリを初受賞された西
にしむら

村光
こ う じ

司さんに 

お話を伺いました。

1見事グランプリに輝いた

作品 2 狸を登場させた作品 

（3は同2021後期入賞作品）
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市内で美容師を

されている

西
に し む ら

村 光
こ う じ

司 さん

日本一の美容師に

　全国植樹祭までのカウントダウン１００日前イベン

トとして、２月２７日（日）、甲南中央運動公園周辺

で記念植樹が行われました。

　これまで９３名の家庭や団体の方々が２年間、苗

木のホームステイとして大きく育てていただいたク

ヌギやコナラなどの苗木を葛木生産森林組合が所

有される山林へ植樹されました。

　また、全国植樹祭の会場付近に並べられる木製

の花のプランターカバーづくりも行われ、山や森の

役割、環境への配慮など、木に触れ、考える１日に

なりました。

　くすり学習館に地元産材を活用した木製ベンチを３脚寄贈いただきま

した。

　当館は６月５日（日）に開催される第７２回全国植樹祭のメイン会場に

隣接する施設として多くの方が来館されることから、ぜひ活用してくださ

いと寄贈いただきました。建材の端材をリサイクルした CLT（※）工法

と呼ばれる技法により作製されたも

ので環境にも配慮されています。

※ ひき板の繊維方向が層ごとに直角に

交わるように貼り合わせ、従来より収

縮変形しにくくより強度が増す工法

　株式会社ポケモ

ン様からテレビで

もおなじみのキャ

ラクターが描かれ

た下水道マンホー

ルの蓋３枚を寄贈

いただきました。

　私たちの暮らし

に大切な下水道に

ついて身近に感じ

てもらおうと、甲

賀市だけのデザイ

ンとしてしのびポケモン「ゲッコウガ」が描かれた３

種類の蓋が市内３か所に設置されました。

　設置場所はスマートフォン向けゲーム『Pokemon 

GO』のポケストップになっています。３か所全部見

つけることができるかな。

全国植樹祭へあと１００日

大きく育て私たちの苗木

株式会社三東工業社様から地元産材の木製ベンチを寄贈

ポケモン×マンホール蓋
ふ た

だぜ！

2022年2月22日の「忍者の日」

▲ 寄贈いただいた株式会社三東工業社の 

細川礼昭様（右）

会場付近に並べられる

▲

木製の花のプランター　

カバーづくり　

ポケモンマンホール蓋の設置場所

　①甲賀流リアル忍者館

　②水口スポーツの森

　③鹿深夢の森

 ▲ 寄贈いただいた

　木製ベンチ

 ▲ 設置されたポケモンマンホール蓋

（甲賀流リアル忍者館）

 ▲  苗木を植える

　参加者の皆さん

伊賀市文化振興課　 Tel 0595-22-9621問合せ 政策推進課交通政策グループ Tel 0595-84-5066問合せ

　1644（正保元）

年に生まれた松尾

芭蕉が30歳頃まで

過ごした家。老朽化

した施設の保存改

修のため休館して

いた史跡芭蕉翁生家（伊賀市上野赤坂町304）の工

事が完了し、４月１日（金）から観覧を再開します。

■開館時間　８時30分～17時

※入館は16時30分まで

※火曜日休館

■料金　一般300円（生徒、児童100円）

　明治時代に開業され

たJR加太駅舎は、SLが

ブームになった昭和40

年代に、「加太越え」に挑

む蒸気機関車の雄姿を

撮影するため、多くの鉄道ファン

が降り立った名駅舎です。

　新駅舎は、地域の子どもたち

と共同制作したアートパネルを

設置するなど、当時の賑わいを取り戻すべく地域住

民とともに改修を行ってきました。今後は、歴史観光

資源の情報発信や地域交流の新たな拠点としても

活用していきます。

　亀山市にお立ち寄りの際には、ぜひ新しいJR加太

駅舎をご覧ください。

史跡芭蕉翁生家

リニューアルオープン

JR加太駅舎が

生まれ変わりました
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